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現代社会を読み解く都市研究への学際的アプローチ

－数理工学(都市の OR)と都市社会学のクロスロード－

有末賢先生のご講演

講演タイトル：現代都市への量的・質的調査とアプローチ

――都市社会学の視点――

講演要旨

1．都市の定義と都市社会学

2．シカゴ学派と新都市社会学派

3．都市のシステム――都市化・郊外化・反都市化・再都市化―― 

4．都市の人口・装置・インフラ

5．東京圏の社会地図――マクロな質的調査―― 

6．東京の都市文化――ミクロな質的調査―― 

7．大都市の重層的構造

8．量と質の複眼的アプローチ

プロフィール

有末 賢（ありすえ けん）

1953 年生まれ．1977 年慶應義塾大学法学部卒業，1982 年慶應義塾大学大学院社会学研究科

博士課程修了 博士（社会学）．慶應義塾大学 法学部政治学科 専任講師，助教授を経て

1996 年より慶應義塾大学 法学部政治学科 教授．

主な著書：「現代大都市の重層的構造」,「生活史宣言～ライフヒストリーの社会学～」他 多

数．専門は，都市社会学，地域社会論，生活史研究．


